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INTRODUCTION

「地方創生」という言葉で国の政策が進められている中、各地方自治体は、地域
産業の活性化や超高齢社会に対応するまちづくりへの様々な取り組みを行ってい
ます。PPPやPFIといった民間と連携して公共性の高い大きな事業を遂行する形も
そうした取り組みの一つですが、地場で活動をする私たち亀井工業ホールディン
グスグループのようなローカル企業が、そうした事業を受注することは、不可能に
近いとされてきたのが実情でした。

しかし、地元で１００年以上も仕事をし、まちを一番よく知っている企業が、何故、
事業を任せてもらえないのでしょうか。中央の大企業が地元の気持ちに寄り添い、
長きに亘る真のニーズに本当の意味で応えることは、できるのでしょうか。

私たちは「ローカルファースト」という価値観と「自分たちにしかできないカタ
チ」を武器に可能性に挑戦、追求し続けています。
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１．事業名称 ： 茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業

２．事業場所 ： 茅ヶ崎市浜見平11番1号
３．事業方式 ： ＵＲ都市機構の所有地に定期借地権を設定し、市が借地後、

民間事業者に転貸し、民間事業者が公共施設及び、その他

施設を設計、建設、維持管理、運営を行う

４．事業期間 ： 設計建設期間約2年5ヶ月、運営期間 30年間
５．落札金額 ： 5,764,115,000円以下であること
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ローカルファーストを掲げて取り組んだ事案 1
「茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業」 概要



茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業 提案パース（１）

当社提案のイメージパース
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茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業 提案パース（２）

当社提案のイメージパース
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茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業

■当社の提案コンセプト

茅ヶ崎のライフスタイルを創造し発信するセンター拠点とし、周辺環境に豊かな暮ら
しを提供する。また時代と共に変化するライフスタイルを積極的に提案し、周辺地域
のまちづくりにも波及効果を与える拠点とする。

まち全体を「ビーチガーデンタウン」と命名し、「潮風が吹き抜けるビーチテラスのま
ち」をテーマに湘南らしい茅ヶ崎のまちの風景を創出。

圏央道の開通後は、茅ヶ崎の玄関口としての
顔を持つ「茅ヶ崎らしさ」を演出できる施設とする。
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茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業 提案プラン

■民間施設に関する事業提案

これら６つの提案は、当社が茅ヶ崎市内で既存事業として培ってきた事業の中か
ら選択したもので、高齢化に対応した多世代間の交流の確保をし、「食」と「健康」
を柱としました。運営・企画・雇用の地元の一体感は、高齢者にとっても大切な「生
きる力」になると考えたのです。

オーガニックレストラン
配食事業

茅ヶ崎マルシェ
サイクルステーション
ランニングステーション

コンディショニング
センター

リハビリ型デイサービス 屋上農園
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茅ヶ崎市浜見平地区複合施設整備事業 提案プラン
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民間施設の公共事業への連携提案

【民間事業】 連携提案 【公共事業】

　◆茅ヶ崎オーガニックレストラン
　◆配食「すこやかキッチン」

　・調理講習　　・給食提携
　・コミュニティー　　・配食・安否確認

　・調理室　　・保育園（調理）
　・地域包括支援＆ボランティアセンター

　◆茅ヶ崎マルシェ
　・子育て世代支援各種イベント
　・安全食材の提供　　・広域交流

　・子育て支援センター
　・調理室

　◆湘南ベルマーレサイクル
　　ステーション・　ランニングステーション

　・正規トレーナーによる各種指導
　・各種スポーツ講師派遣

　・多目的フロア（屋内運動）

　◆茅ヶ崎ベルマーレ
　　　茅ヶ崎コンディショニングセンター

　・ストレッチ指導、運動指導
　・急性期運動障害への対応

　・多目的フロア（屋内運動）

　◆リハビリ特化型「茅ヶ崎ケアセンター」 　・元気な高齢者へのリハビリ運動と実践
　・地域包括支援センター
　・ボランティアセンター

亀井工業ホールディングスの市内・既存各事業との連携

「湯快爽快ちがさき店」 / 湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター
湘南ベルマーレ茅ヶ崎フットサルクラブ / 福祉医療総合ビル「メディカルケアセンター」

地域のコミュニティ・雇用

地域経済に貢献！

しかしこの案件は、「落札・受注」という結果には至りませんでした。



「ローカルファーストが日本を変える」を出版

■2013年12月発行
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１．事業名称 ： 柳島スポーツ公園整備事業

２．事業場所 ： 茅ヶ崎市柳島字向河原地内

３．事業方式 ： ＰＦＩ・ＢＴＯ方式 混合型

４．事業期間 ： 設計建設期間約3年3ヶ月、運営期間約20年間
５．業務内容 ： 総括管理、設計、工事監理、建設、運営、維持管理、資金調達

６．落札金額 ： 7,487,584,416円（消費税含） ※予定価格7,581,122,000円
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ローカルファーストを掲げて取り組んだ事案 ２
「柳島スポーツ公園整備事業」 概要



柳島スポーツ公園整備事業 概要

施設名 要素

公園 園路、広場、植栽地、駐車場（普通車：246台以上、大型7台以上）、
駐輪場（136台以上）、バスロータリー、防災施設、管理施設 等

エントランス メインエントランス、サブエントランス

屋外体育施設 総合競技場、テニスコート、ジョギングコース

建築施設 メインスタンド（1200席以上）、公園管理室、競技運営室、多目的室、
器具庫、防災倉庫（100㎡以上）、トイレ等

自由提案施設 クラブハウス（レストラン、スタジオ、サイクルステーション、コンディ
ショニングセンター） ※事業者提案

敷地面積 約6.5ha
地域地区 用途地域指定なし（市街化調整区域）
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柳島スポーツ公園 位置図 （1）



JR茅ヶ崎駅

道の駅予定地

柳島スポーツ公園

圏央道

至 江の島・鎌倉至 平塚・箱根
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柳島スポーツ公園 位置図 （2）



柳島スポーツ公園 全景

テニスコート

メインスタンド

クラブハウス

駐車場

総合競技場

ジョギングコース
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広場



柳島スポーツ公園

総合競技場

ジョギングコース

広場
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総合競技場～メインスタンド



柳島スポーツ公園整備事業 施設

総合競技場

ジョギングコース

広場
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テニスコート ／ クラブハウス
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柳島スポーツ公園
2018.3.25

オープニングセレモニー
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柳島スポーツ公園

コミュニティスタジオ ヤナギシマラボ
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柳島スポーツ公園

柳島キッチン



22

柳島スポーツ公園

湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター柳島 湘南ベルマーレサイクルセンター
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柳島スポーツ公園 ～地域との交流活動（工事期間中）

柳島アートプロジェクト

親子
工事現場
見学会



平成２５年１２月、茅ヶ崎市西部の柳島地区における「（仮称）柳島スポーツ公園
整備事業」の実施方針が公表。
前段で紹介した「浜見平地区複合施設整備事業」の失注から得た課題を踏まえ

「地域のための事業を地域の企業が行う意義」を「ローカルファースト」の
価値観をより明確に打ち出して再度チャレンジしました。

予算規模からみて不可能と言われる案件にローカル企業がチャレンジする姿勢を
示すことにも意味があり、そして全国の中小企業に希望を与えられる「成功事例」
として成し遂げること、それによって本当の意味で「地方創生」を推進することが使
命だと考えました。
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（仮称）柳島スポーツ公園整備事業



柳島スポーツ公園整備事業への挑戦

茅ヶ崎市の基本プランは、メイン競技場とそれを取り巻く公園整備であり、受注にお
いて重要となるのは「自由提案」と呼ばれる独自のプランでした。

この自由提案では、いかに付加価値のある内容を打ち出せるかがポイント。
私たちは、
「私たちにしかできないカタチ」と
「地元企業の連携による施工と運営」に、こだわり計画を練りました。

亀井工業ホールディングスグループや地元を中心とした構成・協力企業が
これまでに取り組んできた様々な事業の組み合わせと融合で
「新しいスタイル」を生み出し、豊かな長寿社会を実現することを目指しました。
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柳島スポーツ公園整備事業 組織図

ジョギングコース

駐車場

広場

行政・茅ヶ崎市

三菱総合研究所、オオバ
松田平田設計
弁護士事務所

≪SPC≫ 茅ヶ崎スマートウエルネスパーク

≪代表企業≫ 亀井工業ホールディングス

≪構成企業≫ パシフィックコンサルタンツ・亀井工業・湘南造園・湘南ベルマーレスポーツクラブ

≪協力企業≫ パームインターナショナル湘南・グローバルキッチン・茅ヶ崎建物管理共同組合・やまなか園建設

行政側アドバイザー等

金融機関
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柳島スポーツ公園整備事業 提案内容（1）

≪自由提案≫

あらゆる市民がスポーツを始めるきっかけづくりができて、またスポーツのあ
る豊かな生活習慣を身に着ける場となる４つの施設を計画

１．レストラン
～身体が喜ぶレストラン～

『ナチュラルフーズ柳島キッチン』

伸び盛りの子供たちやスポーツ愛好家、アス
リート、健康意識の高い方から高齢者までの
幅広い市民を対象としたカロリーや栄養素、
栄養バランスを配慮した食事の提供。市民向
けの栄養教育教室の開催、高齢者が長く自
立できるための運動と食の指導など

２．サイクルステーション
～自転車のまち茅ヶ崎を発信する～
『湘南ベルマーレサイクルステーション』

スポーツサイクルやランナーが立ち寄って休憩
や更衣、自転車のメンテナンスをする場と、情
報交換と交流を目的とした「サイクルステーショ
ン」の提供。観光やレジャーとして楽しむサイク

リングの専用情報発信拠点として
「自転車のまち・茅ヶ崎」を応援
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３．スタジオ
～年間を通して快適な

生涯ウエルネスの場を提供～
『コミュニティスタジオヤナギシマラボ』

子供から高齢者まで三世代が参加できる多
彩な運動プログラムを実施する場。２つのスタ
ジオを設置。各専門分野で活躍する講師に
よる教室やセミナーを企画、開催。

４．コンディショニングセンター
～今日よりも明日をもっと元気に！～

『湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター』

運動機能改善、急性期の治療と改善をトータル
に行う施設。健康な身体づくりや維持管理、

パフォーマンスアップをサポート

平成２６年９月
地元企業と協力し練り上げたこれらの計画で「７５億円」の事業を受注
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柳島スポーツ公園整備事業 提案内容（2）



柳島スポーツ公園整備事業 講評(1)

≪選ばれた理由≫（茅ヶ崎市の講評より一部抜粋）

◆方針・取り組みについて

地域におけるスポーツを軸としたコミュニティ形成や「ローカルファースト」というコ
ンセプトの明確な打ち出しがあった。地域ニーズを踏まえた施設内容やスポーツプ
ログラムの実践など民間ノウハウを活かした取り組み内容と、それを地域一丸と
なって最後まで遂行していく意欲があった

◆地元経済社会への貢献

「ローカルファースト」のコンセプトで地元中心の業務実施体制を構築し、積極的な
地元在住者の雇用確保、地域（県内）で生産される材料の採用、地域社会との連
携、地域活性化への貢献について具体的かつ実現性の高い提案があった
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柳島スポーツ公園整備事業 講評(2)

≪選ばれた理由≫（茅ヶ崎市の講評より一部抜粋）

◆公園計画

スポーツ利用だけでなく、近隣住民の日常的な立ち寄りへの配慮やクラブハウス
による公園のシンボル創出、クラブハウスからの明確なアクセス動線について高く
評価した。また、茅ヶ崎駅から公園までの送迎バスの運行、大会やイベント時に地
元企業と連携したパーク＆ライドのプランなど運営面においても具体的で優れた
提案があった

◆地域の賑わい創出への配慮

メインスタンド前のオープンスペースの雰囲気とその周辺空間の繋がりを活かし、
クラブハウスを中心とした地域交流拠点の形成となる施設配置がされていた。
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柳島スポーツ公園整備事業 構成・協力企業

≪構成企業≫

◆湘南ベルマーレスポーツクラブ
湘南平塚を中心にスポーツによる地域振興を積極的に行っている。それらのノウ
ハウを活かし、スポーツ公園全般の運営に関わる
◆パシフィックコンサルタンツ
事業プランをはじめとした受注における全般的なコンサルティング。受注後も構成
企業として運営に直接かかわる（コンサル企業としては挑戦的なこと）
◆湘南造園
公園整備全般の施工、管理
◆亀井工業
競技場、クラブハウス等の施工、管理
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≪協力企業≫

◆パームインターナショナル湘南
元テニスプレーヤーの杉山愛を理事長とする団体で、各種運動プログラムや
教室、イベント、レストラン等の企画運営にかかわる
◆茅ヶ崎建物管理協同組合
施設全般の維持管理
◆やまなか園建設
公園整備全般の維持管理
◆グローバルキッチン
レストラン部門の監修、企画、運営

この他、事業全体の施工等に関して「茅ヶ崎建設協同組合」との協力関係も構築
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柳島スポーツ公園整備事業 構成・協力企業



今後のあるべき方向性～ローカルファーストが導く「真に豊かな未来」

◆地域のための事業を地域の企業が行う意義、「ローカルファースト」の価値観が
もたらす効果や影響について行政から評価・理解を得ることができたことは大きな前
進。私たちの取り組みは、内閣府の事例にも公民連携のモデルとして紹介された。

◆予算規模的に不可能と言われた事業案件にローカル企業がチャレンジし、受託に
至った実績が全国各地の中小企業への希望になる。一方でPFI方式を推進するため
の課題が多く、法整備や改正などが求められる。

◆資産、企画、運営、地域連携がスムーズにできるネットワークづくりなど、企業自
身の体力を上げていく努力は一層必要となる。まちづくりに対する意識と価値観を日
頃から共有し、ビジョンを明確にして臨んだ結果が本当の意味での「地方創生」とな
る。
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亀井工業ホールディングスについて

■商号 亀井工業ホールディングス株式会社
■所在地 神奈川県茅ヶ崎市南湖1-4-25
■代表取締役 亀井信幸
■電話 ０４６７―８６―１１１１（代）
■URL http://ｗｗｗ.kamei.ne.jp
■設立 平成１８年１０月２日（創業１８９０年・明治２３年）
■従業員 約４50名（グループ社員170名・パート従業員280名）
■業績 全グループ売上約110億円（利益高約5億円）/平成29年度

「Ｋ」をデザイン化した三つの輪
これは、亀井工業ホールディングスのビジョンに含まれる「まち・人・未来」を表し、まちと人、人と未来、まちと未来が共鳴し合う
輪でありたいという想いが込められています。シンボルカラーのマリンブルーは、湘南の青い海と空を意味し、明るく、楽しく、
力強い地域づくりに貢献していきたい、という亀井工業ホールディングスの「こころ」を表したものです。
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亀井工業ホールディングスグループ 沿革 ①

44

1890年 亀井組 創業
砂利販売を始める。社会の高度成長によるインフラ整備需要を受け
建設業として展開

1897年 山下組 設立（のちに湘南トラスト不動産へ）
1947年 亀井組 から 亀井土建 へ
1978年 東和工業 設立
1984年 亀井土建 から 亀井工業 へ社名変更
1990年 創業100周年 100周年事業として新社屋建設
1998年 温浴事業に参入 首都圏初スーパー銭湯

湯快爽快ちがさき オープン
2000年 温浴事業直営２号店 湯快爽快ざま オープン
2001年 温浴事業直営３号店 湯快爽快湯けむり横丁みはま オープン



亀井工業ホールディングスグループ 沿革 ②
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2006年 亀井工業ホールディングス 設立
2007年 湘南トラスト住宅 設立
2010年 創業120周年

スポーツ・健康事業「湘南ベルマーレ茅ヶ崎フットサルクラブ」オープン
120周年記念講演会 開催（石原慎太郎元都知事・松沢成文元県知事の講演会）

2011年 スポーツ・健康事業「湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター」
福祉事業 介護付有料老人ホーム「ケアヴィレッジ湘南茅ヶ崎」・
サポート付シニア向け賃貸マンション「ビバヴィレッジ湘南茅ヶ崎」・
訪問介護・居宅支援「しおさい」開設(福祉と医療の総合施設ビル
「茅ヶ崎メディカルケアセンター」としてオープン）
飲食事業 グローバルキッチン株式会社 設立

茅ヶ崎メディカルケアセンター



亀井工業ホールディングスグループ 沿革 ③
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2013年 高齢者配食事業「すこやかキッチン」オープン
スポーツ・健康事業
「湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター駅南口」オープン

2016年 柳島スポーツ公園整備事業 着工

2018年 柳島スポーツ公園オープン及び運営スタート（以降運営20年間）
「コミュニティスタジオ ヤナギシマラボ」
「ナチュラルフーズ 柳島キッチン」
「湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンター柳島」 オープン
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亀井工業ホールディングス MAP

湯快爽快ちがさき

相模開発

亀井工業ホールディングス

亀井工業

東和工業

湘南ベルマーレ 茅ヶ崎コンディショニングセンター

湯快爽快ざま

グローバルキッチン

湯けむり横丁みはま
有料介護老人ホーム ケアヴィレッジ湘南茅ヶ崎

サポート付シニア向け賃貸マンション ビバヴィレッジ湘南茅ヶ崎

訪問介護 しおさい

湘南ベルマーレ 茅ヶ崎コンディショニングセンター駅南口

湯けむり横丁みさと

湯快爽快くりひら

湯快爽快たや

湯けむり横丁おおみや

柳島スポーツ公園

湘南ベルマーレ 茅ヶ崎コンディショニングセンター柳島

コミュニティスタジオ ヤナギシマラボ

ナチュラルフーズ 柳島キッチン



亀井工業ホールディングス株式会社 組織図

訪問介護 しおさい
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総務部

マーケティング事業本部

管理本部

スポーツ・健康事業本部

温浴事業本部

福祉事業本部

茅ヶ崎スマートウエルネスパーク統括管理本部

経理部 購買・原価管理部

スポーツ・健康事業部

柏・豊四季台プロジェクト

温浴事業部
湯快爽快ちがさき・湯快爽快ざま・湯快爽快みはま（直営）
湯快爽快おおみや・湯快爽快たや・みさと・くりひら（パートナー）

水処理事業課

福祉事業部 ケアヴィレッジ湘南茅ヶ崎

ビバヴィレッジ湘南茅ヶ崎

役員室 ローカルコミュニケーション室
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ローカルファースト推進室

マーケティング事業部 渉外部



株式会社山下組

亀井工業ホールディングスグループ 組織図
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亀井工業株式会社

相模開発株式会社

東和工業株式会社

グローバルキッチン株式会社

◆土木部 ◆建築部 ◆営業部
◆リニューアル＆メンテナンス部

◆製品事業部（アスファルト・再生アスファルト合材・再生
路盤材製造販売） ◆工事部

◆土木工事業務

◆高齢者施設への食材卸事業 ◆商品開発および販売
◆給食の受託運営 ◆コンサルティング事業
◆飲食店運営

◆土木工事業務

亀
井
工
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱



亀井工業ホールディングスグループ グループ会社紹介
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昭和40年代の高度成長期、大型の舗装工事で急成長を
していた亀井土建の建材供給不足を解決するため、アス
ファルト合材プラントを自前で行う目的から設立した。時
代のニーズに合わせ昭和60年には建設廃材からの再生
砕石、再生アスファルト合材の製造販売も開始。平成27
年の圏央道全線開通による物流の変化で新たな競争が
ある中、舗装工事部門の強化を行い官民問わず販路を
広げ企業の経営安定化をはかっている。

また今年、相模開發・佐藤渡辺JVによる「湘南アスコン」
に業界最大手の前田道路が加わり３社JVへ。湘南での
合材プラントとして飛躍の機を迎えている。

◆相模開発株式会社



亀井工業ホールディングスグループ グループ会社紹介
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◆グローバルキッチン株式会社

主な事業は、調理済冷凍食材の商品開発と販売。
商品は食材を急速冷凍しているため、栄養価も味も損なわず、解凍して盛り付ければOK
という手軽さが特長。調理が可能で時間も短縮。食事を提供する家族やスタッフの
作業効率と労働環境の改善も図れることを提案し拡張してきました。

創業から７年。現在、北海道から沖縄まで全国2200以上もの施設が利用しています。
グローバルキッチンとHDグループ内の連携

グループで運営する介護施設「ケアヴィレッジ」「ビバヴィレッジ」
温浴施設の「湯快爽快」直営店等、PB商品も含むメニュー開発、
企画、調理指導、食材調達販路の確保まで請け負っています。



亀井工業ホールディングスグループ ６つの柱
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亀井工業ホールディングスグループのビジョンとコンセプト

これは、グループの１２０周年を機に全社員で考えた「新ビジョン」です。
それまでの１２０年を支えてきた「建設・建材事業」による「まち」づくり、

これからの１２０年をリードするために取り組んでいる「温泉・スポーツ・健康、福祉、飲
食事業」では「人」の暮らしと心身を豊かにし、そして全ての事業を通して「健やかな未

来」を築いていくことのできる「総合生活企業」へ！という決意をこめています。

まち・人・未来を健やかに

ローカルファースト

ビジョン実現に向け、特に超高齢社会に対応する「まちづくり」に取り組むために、
大切な企業の「価値観」です。
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